






研究目的

　当小児科で遭遇したヒスチジン血症,メープルシロップ尿症(MSUD),肝

Phosphorylase kinase 欠損症の症例を対象に,その両親,同胞について各種の

負荷と測定をこころみ,それぞれ保因者診断に耐え得るか否かを検討した。


